
令和３年度 第１回 恵庭市安全で安心なまちづくり実行委員会 

議事録 

日時 令和 3年 5月 7日（金） 14:00～14:45 

会場 恵庭市民会館２階 大会議室 

＜出席者＞ 

委員   鏡委員、有田委員、山崎委員、杉若委員、池田委員、久保委員、 

田中委員、茶園委員、後藤委員、渡邊委員、三上委員 

  事務局 野村部長、小路次長、須貝課長、濱田主査、金子主事（議事録作成） 

１ 開会宣言（須貝課長） 

２ 副会長挨拶（鏡委員） 

会長（市長）が他の公務で急遽欠席となりましたので、「令和３年度 第１回 恵

庭市安全で安心なまちづくり実行委員会」の開会にあたり、私より一言ご挨拶申し

上げます。 

本日お集まりの皆様方には、お忙しい中、本日の実行委員会にご出席いただき、

ありがとうございます。 

  昨年度の実行委員会では、令和３年度～令和７年度の「恵庭市安全で安心なまち

づくり推進計画」を策定しました。今年はその計画の初年度となっております。こ

れからこの計画に基づき、千歳警察署をはじめとする関係機関にご協力をいただき

ながら、犯罪や交通事故の抑止に向けた取り組みを進めてまいりますが、最近は、

新型コロナウイルスの感染拡大により、新北海道スタイルの実践などライフスタイ

ルが大きく変化し、市内で発生する犯罪や交通事故の傾向も変わりつつあります。 

新型コロナウイルス感染症がもたらす社会の変化に柔軟に適応しつつ、地域の皆

様と力を合わせて「防犯」や「交通安全」などの各種施策を推進するため、委員の

皆さま方から貴重なご意見をいただき、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進

して参りたいと考えておりますので、本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

３ 委員および事務局員の自己紹介（各委員、事務局員） 

４ 報告 

・配布資料の確認（須貝課長） 



１）恵庭市安全で安心なまちづくり推進計画について（濱田主査） 

 →資料２のとおり説明 

・質疑なし 

５ 議事 

１）令和３年度推進方策及び具体的な施策について（濱田主査） 

    →資料３及び４のとおり説明 

  ・質疑応答 

 茶園委員： 

    ながら見守り活動とは具体的にどのようなものを想定しているのですか。

（資料３：７ページ） 

   濱田主査： 

    現在想定しているのは、朝の犬の散歩のついでに、小学校の通学路に不審者

がいないか、児童が交通ルールを守って登校しているか等を無理のない範囲で

見守っていただく活動を考えています。実際に活動に参加している方がいらっ

しゃるという事例も町内会から伺っていますので、そのような方を見本として、

他の町内会や市民の方にも周知して参加者を増やしていきたいと考えていま

す。 

   茶園委員： 

    犬の散歩のついでにパトロールする「わんわんパトロール」に加えて、ラン

ニングをしながらパトロールする「ランパト」や走れない人は散歩しながらパ

トロールする「さんパト」もあります。実際に私も数十年前から実施していま

すが、こどもたちの危ない瞬間に遭遇したことも何度かあります。現在も実施

しながら、通学路の児童が危ない行動をしていないか等を見ていますが、「わ

んわんパトロール」や「ランパト」、「さんパト」も今後は他の市民の方にも普

及していくと良いと思います。実際に実施していると、夫婦で散歩している方

やご年配の方が結構いまして、「何か活動していますか」と声をかけると、「た

だ散歩しているだけです」という人もおり、このような人たちも仲間に入れて

活動ができれば、悪いことをするような人もさらに減ると思います。また、こ

の活動については、365 日いつでも自分の好きな時間に実施できることが良い

ところかと思いますので、そのあたりも周知していくと良いかと思います。 

濱田主査： 

    ご意見ありがとうございます。承知しました。 

６ その他 



鏡委員： 

安全安心に関わる最近の情報が何かありましたらこの場で共有させていただきた

いと思います。 

有田委員： 

それでは、私の方からご報告させていただきます。 

資料３の３～４ページの犯罪情勢につきまして、年末にかけて「還付金詐欺」関係

が多くありました。また、先日４月２８日には、久しぶりに「オレオレ詐欺」の電話

があったとの報告がありました。被害内容は、会社の小切手をなくしてしまい、お金

を早急に工面しなければならず、実の子になりすまし、親に泣きつき、1,100 万円を

被疑者に手渡してしまったという事案でありました。 

そのため、すでに恵庭市の昨年の被害額と同等の被害額になってしまっているとい

う現状です。 

なお、金融機関には、高齢者が高額現金を下ろしに来たら、警察に通報するように

お願いしています。通報があれば、警察官が臨場して、「振り込み詐欺にあっていま

せんか」、「どういう目的で使うのですか」と確認に伺うということを金融機関とタイ

アップして取り組んでいます。 

また、その他の手口として、コンビニエンスストアでは、電子マネーが購入できま

すが、購入後その番号を教えてしまうと、電子マネーを使われてしまうという被害も

最近では報告されています。 

今の時代は、コロナ関連をはじめ、色々な手口の被害がある現状になってきていま

すので、町内会をはじめ、各事業所等で高齢者の方に十分に注意喚起を行い、何か少

しでも変だと感じたら、すぐに周囲の人や親族等に相談するようにと周知していただ

きたいと思います。 

鏡委員： 

他に発言等がなければ、以上で第 1回 安全で安心なまちづくり実行委員会を閉会

いたします。 

～閉会～ 


